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栃木県無人自動運転移動サービス推進協議会



栃木県無人自動運転移動サービス推進協議会の
位置付け及び取組方針について



県内における取り組みの情報発信等を通じた
社会受容性の向上

１．協議会の位置付け 2

• 各市町での取り組みや地域コミッティでの議論を共有する場として、「栃木県無人自動運
転移動サービス推進協議会」を位置付ける。

• 県協議会としては「県内レベル4自動運転の実装」、「取組の横展開」、「社会受容性の向
上」を主な取組として展開。
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２．自動運転に関する取組の横展開（自動運転導入検討支援） 3

• 取組の横展開として、希望市町に自動運転導入に向けた基礎的な検討を支援するアド
バイザーを派遣。

• 実証実験に必要となる課題の整理や自動運転を活用した解決方法の検討を支援する。
• 第2回協議会にて、検討成果を共有する予定。

第1回協議会 第2回協議会

実施① 実施②

自治体アンケート
（対象25市町）

アドバイザー派遣
を希望する

アドバイザー派遣
を希望しない

• 自動運転実証実験の
経験なし

• 事業計画が明確

その他

• 技術・動向紹介
• 意見交換
• 導入検討

• 技術・動向紹介
• 意見交換



県全体の社会受容性の向上

３．社会受容性の向上 4

• 令和2～5年度まで実施してきた栃木県ABCプロジェクトにおいて、自動運転車両に乗車
する機会を創出等、実装に向けた機運の醸成や社会受容性の向上を図ってきた。

• 今後のレベル４実装を見据えると、関心や興味を持つだけでなく公共交通や自動運転
サービスを実際に利用する行動変容までつなげていくことが求められる。

• 各コミッティと連携しながら県全体として効果を高める取組を検討していく。

県全体

関心

体験

変化
地域のイベントやSNS・HP等通じた
情報発信により、自動運転サービス
に「関心」を持つ

モビリティ・マネジメントとの連携

実証実験における試乗「体験」によって自動運転サービスへの理解を深める

日常的に公共交通を利用する、
自動運転サービスを受け入れる、
といった心情の「変化」が起こる



5２．社会受容性の向上（栃木県ABCプロジェクトの実績）

1) R６年３月末までに９か所での実証実験を実施



３．社会受容性の向上（例：栃木県ABCプロジェクト＠那須町①）

7月23日（土）に開催された黒田原夏まつりにおいて、自動運転バスを展示し、実証実験を
周知するとともに、実験参加者を募集
実証実験期間を通して、本展示会をきっかけに多数の方が乗車

6

自動運転バス展示会の様子

• 展示中には車両を手動
で動かし、実際の車両の
動きを体験いただいた

• 夏まつりに訪れた家族連
れだけでなく、県外から
の方からも多くお声がけ
いただいた



３．社会受容性の向上（例：栃木県ABCプロジェクト＠那須町②）

実証実験期間中に幼稚園生を対象に自動運転バスの乗車体験イベントを開催
将来的な公共交通の一手段として地域の子どもの受容性向上を目的として実施

7

子ども乗車体験イベントの様子

• 黒田原駅待合室に設置
した遠隔モニターにも
興味津々！

• 「町をぐるっと回れて楽しかっ
た」、「勝手に動いていて面
白かった」、「また乗ってみた
い」といった声も！



２．社会受容性の向上（例：栃木県ABCプロジェクト＠下野市） 8

令和5年10月29日(日)に開催された第12回下野市産業祭において、下野市実証実験の
PRや実験車両ラッピングのデザイン投票、バスの自動運転に関するアンケート等を実施

▲路線バス展示（関東自動車） ▲栃木県ABCプロジェクト
オリジナル缶バッジ作成

▲PRチラシ配布▲展示ブース（下野市安全安心課） ▲実験車両ラッピングデザインアンケート

▲バスの自動運転に関するアンケート
（下野市公共交通アンケートの中で実施）

下野市産業祭でのPR等


